
現場でFieldMateを機器に接続します。 

設定前に機器の情報を確認し保存します。 

設定後に変更内容を確認します。 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

準備 

接続 

確認 

作業内容を報告します。 

設定機能を用いてレンジの上限値を変更します。 

報告 

設定 

FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

ここではFieldMateを使った機器設定の例として 
『レンジ上限値の変更』作業を、以下の手順でご紹介します。 

それでは『接続』に進みます。 
次へ 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

機器から情報を取得しています。 

現場でFieldMateを機器に繋ぎました。 

現場でFieldMateを機器に接続します 

次へ 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

① レンジの上限値を確認します。 

② このボタンで機器のパラメータを取得できます。 

③ それでは設定機能を立ち上げます。 

FieldMateのメイン画面です。 
今回はレンジの上限値を『20kPa』から『25kPa』に変更します。 

次へ 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

③ 設定機能を終了します。 

② 変更した値を機器にダウンロードします。 

設定機能が立ち上がりました。 
設定値を変更し、機器にダウンロードします。 

① レンジ上限値を25kPaに変更しました。 

次へ 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

Please click! 

② 変更後の機器の状況を確認します。 

設定後に変更内容を確認します 

① 上限値が変更されたことが確認できます。 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

変更後の機器の情報を取得しました 

① 比較機能を使って変更前 
  との差分を確認します。 

Please click! 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

『準備』で取得したパラメータと比較します。 

Please click! 

② 比較機能を終了します。 

① 赤字部分が変化のあった情報です。 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

① オフィスに帰り、報告書を作成します。 

現場での設定作業が終了しました。 

次へ 



FieldMateを使った機器の設定/調整作業の紹介 

目次 接続 準備 設定 確認 報告 

保存しているパラメータから簡単に報告書が作成できます。 

報告書のテンプレートを準備する
ことにより、作業結果パラメータ
を自動で書き写します。 

以上で作業の紹介を終了します。 

※詳細は、『報告書作成』で紹介します。 最初に戻る 
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